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【研究の背景・目的】 

イ ネ い も ち 病 は 、 子 囊 菌 イ ネ い も ち 病 菌
(Magnaporthe oryzae)によるイネの最重要病害であ
り、世界作物の7最重要病害の一つである(Pennisi, E. 
2010, Science)。いもち病防除は、環境負荷およびコ
ストを最小にする上で、抵抗性品種の育種と利用が
最も効果的である。 

いもち病菌は、イネに侵入する際に、エフェクタ
ーと呼ばれる多種類のタンパク質を分泌して、イネ
の抵抗性反応や代謝をかく乱することにより、感染
効率を上げると考えられている。しかし、いもち病
菌エフェクターの種類や機能についてはよく分かっ
ていない。いもち病菌エフェクターの一部は、イネ
の真性抵抗性タンパク質(R-protein)に認識されて、
強い抵抗性を導く。R-protein によって認識されるよ
うな病原菌エフェクターを、非病原力(avirulence)エ
フェクター(AVR)と呼ぶ。課題担当者らは、いもち病
菌全ゲノムの連関解析により、３種類のAVR遺伝子、
AVR-Pia、AVR-Pii、AVR-Pik の単離同定に成功した。
さらにこれらのAVRを認識するイネ抵抗性タンパク
質遺伝子(R-gene)、Pia、Pii の単離同定にも成功し
た。Pik は、Ashikawa らによって単離同定された
(Ashikawa et al. 2008, Genetics)。３種類の R-gene
は、各々強く連鎖した一対の Nucleotide Binding 
Site-Leucine Rich Repeat 受容体タンパク質(NLR)
の遺伝子(Paired R-gene)から構成されることも判明
している。 

本課題では、同定された３種類のいもち病菌エフ
ェクターの構造と機能、エフェクターとイネ抵抗性
タンパク質の相互作用、Paired R-gene の機能を分子
レベルで解明し、イネのいもち病菌抵抗性育種に寄
与することを目指す。 

 
【研究の方法】 

現在までに単離同定した３種類のいもち病菌エ
フェクターAVR-Pia, AVR-Pii, AVR-Pik の分子構造
を明らかにする。さらにこれらの AVR が作用する
イネの標的因子を同定して、エフェクター機能を明
らかにする。イネの抵抗性タンパク質 Pik による
AVR-Pik の認識機構、Pia による AVR-Pia の認識機
構、PiiによるAVR-Piiの認識機構を明らかにする。
対になって働く抵抗性遺伝子(Paired R-gene)の機
能を解明する。さらにいもち病菌およびイネのゲノ
ム解析から、未同定のいもち病菌エフェクターの単
離同定、エフェクターの作用するイネ標的因子の同
定と機能解明を実施する。 
 

【期待される成果と意義】 
本研究により、いもち病菌の３種類のエフェクタ

ーとイネの３種類の真性抵抗性タンパク質の分子間
相互作用が明らかとなり、その共通性が明らかとな
る。いもち病菌エフェクターが作用するイネ標的因
子が同定され、それらの分子間相互作用が明らかに
なることにより、エフェクターが効かないような因
子を保有するイネを選抜し、抵抗性品種を育成する
事が可能となる。病原菌エフェクター、宿主のエフ
ェクター標的因子、R-protein３者の分子間相互作用
による病原菌-宿主共進化過程が明らかになる。 
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